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『不倫』1)は,『白孔雀』出版の1年後の1912年5月に出版された。 この
小説は,ロ レンスがロンドンで小学校の教員をしていた頃,知 り合った
ヘ レン ・コークの体験 日記 「フレッシュウオーター ・ダイアリー」を元
にして小説として書いたものである。ヘレンと彼女の妻子ある恋人ハー
バー ト・ポール ドウィン・マッカー トニーの不倫関係は,マ ッカー トニー
が 自殺をするということで決着 した。r不倫』では,ヘ レンとマッカー
トニーの恋愛に関するス トー リーはほとんど同じであるが,人 物像につ
いては,主 人公の男女共にロレンスが自分で創作 したものである。この
ことは,ロ レンスが書いた多 くの著作品と比べてみて主題が重なってい
ることか ら分るし,またr不 倫』の最終稿を読んだヘレンも次のように エ
ノ　
ロレンスの創作であることを断定 している。 四
私は,デ イヴィッドの私についてのイメージがそこに存在するとい
う意味において,そ の作品に存在するのみである。そ して,彼 が私に
対 して持ったイメージは,確 かに現実の私とは異なっていた。
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?その作品のある部分は虚構である。r不倫』の結末は完全にロレン
スが作ったものである。2)
このようにロレンスが 『不倫』において創作した男女像の描き方 とそ
の主題には,先 の論文 「D.H.ロレンスの初期長篇小説における`The
DarkGod'の思想について(1)r白 孔雀』と`TheDarkGod'」
3)と同様に,ロレンスの重要な思想である`TheDarkGod'すなわち 「黒
い神」の萌芽が見 られる。しか し今までにこのことに言及した論文は国
内外で発表されていない。それゆえ本論では,r不倫』にも 「黒い神」の
思想の萌芽が見 られることを,ま たその思想がr白 孔雀』からどのよう
に変化 してきているのかを,ま た中期のrカ ンガルー』の 「黒い神」 と
どのように関わっているのかを論 じ,ロ レンスの第2作 目の長篇小説の
重要性を論 じたいと思 う。
『白孔雀』で 「黒い神」を論じるに当り,その特徴として①キリス ト教
批判思想であり,そ れゆえ異教的要素が入ってお り,② 「黒い男」が発
展した思想であ り,③ 「支配する女性」に対 して 「男性の リー ド」を唱
道しているという3点を論じた。4)r不倫』では,特に② と③に関連する
主題が出ている。②については,本 論で 「黒い男」の新たな特徴を論 じ
てそれがシーグモ ンドとどのように関わっているのかを論じたい。また
③については,主 人公シーグモンドが 「黒い男」になれず,「支配する女
性」であるヘ レナに負けてしまうこと,更 にはヘ レナに留まらず,妻 の
ビーア トリスにも負けた弱い男であった,と いう点を論 じようと思 う。
シーグモンドは意識下には 「黒い男」を秘めつつ,表面上では 「黒い男」
からかなり遠い位置を占めている存在として描かれている。
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《1》 「黒 い男」 と 「黒い神」
「黒 い男」についてはr白孔雀』論でも述べ,その特徴として①下層階
級出身の男性であ り,②異教神話に登場する小人的体格をしていた り,
「異端者」であった りのどちらかの分類に入ることを述べた。5)そして
「黒 い男」は既成の価値観を覆 して新たな価値観を打ち立てようと苦闘
し,特 に 「本性」を忘れて苦しんでいる女性 を救いたいと思っていて,
彼は更に発展 して 「黒 い神」に達 している と述べた。更に深 く論 じる
と,彼 は 「凶暴性」と 「暴力性」を備えた人物であることが特徴の一つ
として挙 げられる。 これ らは常識的には負の特徴 と見られがちである
が,ロ レンスにとっては 「正」と 「負」はコインの裏表であ り,両方が
釣 り合いを保って完全な存在 となるのである。ゆえに 「暴力性」 という
特徴は女性を真の生に目覚めさせる上で重要な要素なのである。 これは
勿論,文 字どお りに男性が女性 に肉体的 ・精神的に苦痛を与えることを
肯定することではない。人は誰でも新たな自己として再生をする過程に
おいては苦痛を味わわなければならない。 ロレンスは,エッセイ`Spirit
ofPlace'においてそのことを次の引用のように述べている。それは冬
か ら春 に移行するときの,つ まり万物が 「死」か ら 「生」へ移行すると
きの瞬間について書かれたものである。小鳥が冬か ら春に移行する瞬間
に味わう歓喜は一瞬の苦痛を経て感じられるものであり,それはどの生
物にも当てはまることをロレンスは説く。最初は小鳥のみに限って述べ
ているが,次 には万物に普遍的なことであると説いている。 ?
Inhissongisheardthefirstbrokennessanduncertaintyofthe
transition.Thetransitfromthegripofdeathintonewbeingisadeath
fromdeath,initssheermetempsychosis,adizzyagony.Butonlyfora
second,themomentoftrajectory,thepassagefromonestatetothe
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other,fromthegripofdeathtothelibertyofnewness.Inamomentheis
kingdomofwonder,singingatthecentreofanewcreation.
Weareliftedtobecastawayintothenewbeginning.Underourhearts
thefountainsurges,totossusforth.Whocanthwarttheimpulsethat
comesuponus?Itcomesfromtheunknownuponus,anditbehovesusto
passdelicatelyandexquisitelyuponsubtlenewwindfromheaven,
conveyedlikebirdsinunreasoningmigrationsfromdeathtolifes'
「黒い神」は,`theunknown'なものである。人間は苦痛を味わうとし
ても自己の再生に向かう勇気を持たなければな らないのである。
C.ポルニッツが論 じているように,「黒い男」の原型はロレンスの父
親にある。7)彼は炭坑夫で昼間は地下で石炭を掘っており夕方になって
仕事が終わると真っ黒になって帰宅 した。家では教養のある妻とは折 り
合わず,暴 力を奮っていた。妻と子供達はおびえて暮らしていたのであ
る。このことは詩 「幼年時代における両親の不仲」や自伝的小説 『息子
と恋人』で描写 されている。ロレンスは若い頃は母親の味方であり父親
を憎んでいたが,晩 年になると父親を理解できるようになり,子 供時代
の短編小説的手記のrア ドルフ』では,父 親を温かい思いを込めてで描
写している。『ア ドルフ』か ら父親の描写を引用 してみよう。
?
?
?
Whenwewerechildrenourfatheroftenworkedonthenightshift.
Onceitwasspring-time,andheusedtoarrivehome,blackandtired,just
asweweredownstairsinournightdresses.
Onesunnymorningwewereallsittingattablewhenweheardhis
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heavyslurringwalkuptheentry.Webecameuneasy.Hiswasalwaysa
disturbingpresence,trammelling.Wefeltatoncethathehad
somethingtocommunicate.Noonespoke.Wewatchedhisblackfacefor
aseconds'
この引用で,父 親の顔の黒さが強調され,更 に彼が家族にとって不安
をひき起こす存在であることが書かれている。今回,帰 宅した父親は子
ウサギを拾って持ち帰ったのであった。幾匹かの子 ウサギのうち一匹だ
けが生き残った。幼いロレンスは生き残 った一匹をア ドル フと名付け
て,死 なないよ うに一生懸命育てるが,最 後 にはア ドルフを野生の世界
へ返す ことにする。母親はア ドルフを育てることに賛成していなかった
がしぶ しぶ認めて くれた。この手記において,ア ドルフがロレンスの父
親と共通する 「男性」の特徴を持った存在であること,また人間界とは
異質の存在であることが書かれている。それはあたかも家庭の中で疎外
されている父親 と同質であるかのように思われる。ア ドルフは家畜化さ
れない存在である。アドルフ的要素を備えた男が 「黒い男」であり,そ
れはロレンスの父親に源流がある。 このように人間界とは異質なもので
あるが,女性のみではな くて人間を導 く 「神」として,「黒い男」が信奉
するのが 「黒い神」である。「黒い男」は女性を導 く特徴として 「暴力
性」を持っている。例を挙げると 『鱗羽の蛇』のラモン,『チャタレー卿
夫人の恋人』のメラーズ,そ して 『プリンセス』のロメロ等である。第
1作の 『白孔雀』,第3作の 『息子と恋人』では,文 字どお り暴力を奮 う
う男性,ジ ョージやアナプルやモ レルが登場している。そ して中 ・後期
の作品rア ルヴァイナの堕落』,『カンガルー』,『鱗羽の蛇』,『チャタ
レー卿夫人の恋人』になると,そ の 「暴力性」は主 人公の男性の精神的
な強さ,思想性 というものに変化して くる。
ところで 『不倫』では,シ ーグモン ドは 「暴力性」を秘めているにも
y
ノ　
0
一5一
かかわらず,自 らはそのことを意識化できず,恋 人ヘ レナをリー ドでき
ないまま男女の戦いに敗れて しまうのである。つまり 「黒い男」になれ
なかったのである。「黒い男」が発展 した思想が 「黒い神」であるのだ
が,『不倫』では 「黒い男」が存在の可能性を秘めているだけなので 「黒
い神」への言及も 「可能性」として描写されているに過ぎない。「黒い
神」は,『白孔雀』においてよ りも更に存在感が薄いのである。 シーグモ
ン ドが 「黒い男」の特徴,す なわち 「暴力性」を秘めているということ
を次の引用から見てみよう。
Presentlyshelaidherheadonhisbreast,andremainedso,watching
theseaandlisteningtohisheart-beats.Thethrobwasstronganddeep.
Itseemedtogothroughthewholeisland,andthewholeafternoon,andit
fascinatedher:sodeep,unheard,withitsgreatexpulsionsoflife.Hadthe
worldaheart?‐WastherealsodeepintheworldagreatGodthudding
outwavesoflife,likeagreatHeart,unconscious?Itfrightenedher.This
wastheGodsheknewnot:assheknewnotthisSiegmund.(79)
?
?
引用に見 られる 「偉大な神」とは,ヘ レナが知 らない神である。つま
りそれはキ リス ト教の神ではないのである。そして彼女にはシーグモン
ドの心臓の鼓動 と偉大な神の心臓の鼓動が重ね合わさって感じ取 られて
いることから,彼 と 「偉大な神」は同一の存在であると考えて良いだろ
う。しかしヘ レナが 「世界には偉大な神が存在するのだろうか?」 と問
いかけているように,読者にも 「偉大な神」の存在がはっきりと提示 さ
れている訳ではない。しか し 『カンガルー』では 「黒い神」への言及が
おびただしくあり,それは 「未知の神」或は 「偉大な神」と呼ばれて い
るし,キ リス トではないまったく新しい神であることから,ま た 「野蛮
性」が強調されていることから,『カンガルー』の 「黒い神」は 『不倫』
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における 「偉大な神」が発展 していった思想であると思われる。つまり
『不倫』における 「偉大な神」とは,後期の 『カンガルー』に登場する 「黒
い神」の萌芽なのであると言える。『カンガルー』から 「黒い神」の表現
を引用 しよう。ロレンスの代弁者と考えられるリチ ャー ド ・サマーズと
彼の思想上の対立者であるカンガルー という指導者の議論の場面であ
る。
"Idon'tquitebelievethatloveistheonlyoneandonly
,exclusiveforce
ormysteryoflivinginspiration.Idon'tquitebelievethat.Thereis
somethingelse."
Kangaroolookedathimforonceoverbearinglyandwithasortof
contempt.
"Tellmewhatitis,"herepliedbriefly.
"Why
,"hesaid,"itmeansanendofusandwhatweare,inthefirst
place.Andthenare-entryintousofthegreatGod,whoentersusfrom
below,notfromabove."
"Sacredly
.Thegodyoucanneverseeorvisualize,whostandsdarkon
thethresholdofthephallicme."
"Thephallicyou
,mydearyoungfriend,whatisthatbutlove?"
Richardshookhisheadinsilence.
"No
,"hesaid,inaslow,remotevoice."Iknowyourlove,Kangaroo.
Workingeverything丘omthespirit,丘omthehead.Youworkthelower
selfasaninstrumentofthespirit.Nowitistimeforthespirittoleaveus
again;itistimefbrtheSonofMantodepart,andleaveusdark,in丘ontof
theunspokengod:whoisjustbeyondthedarkthresholdofthelower
?
?
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self,mylowerself.Thereisagreatgodonthethresholdofmylower
self,whomIfearwhileheismyglory.Andthespiritgoesoutlikeaspent
candle.s9'
リチャー ドは 「精神的な」キ リス ト教,っ ま り愛の神の宗教を捨て
て,無 意識のうちに人間に真理を理解 させる神を信仰するように説いて
いる。その神は 「偉大な神」,「下半身」の神,「恐ろしい」神,「無言の
神」と特徴付け られて,キ リス ト教の慈愛溢れる優 しい神と対照されて
いる。 この神の特徴は男性が内包する 「暴力性」,「野蛮性」,「動物性」
である。ヘレナはシーグモン ドの心臓の鼓動から 「男性」の野蛮さを無
意識のうちに感 じ取りなが らも理解できないのであ り,そのために彼を
破滅させることになるのである。次の引用はシーグモ ンド,つまり 「男
性」を恐れて しまうヘレナを表 している。二人が荒々 しい波を逃れてい
く場面である。
?
?
...Fumeandspraywerespunonthewindlikesmoke.
TheroaringthudofthewavesremindedHelenaofabeatingheart.She
clungclosertohim,asherhairwasblownoutdamp,andherwhitedress
flappedinthewetwind.Always,againsttherock,cametheslowthudof
thewaves,likeagreatheartbeatingunderthebreast.Therewas
somethingbrutalaboutitthatshecouldnotbear.Shehadnoweapon
againstbruteforce.
SheglancedupatSiegmund.Tinydropsofmistgreyedhiseyebrows.
Hewaslookingouttosea,screwinguphiseyes,andsmilingbrutally.
Herfacebecameheavyandsullen.Hewasliketheheart,andthebrute
sea,justhere;hewasnotherSiegmund.Shehatedthebruteinhim.(81)
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この引用から明白なことは,海 の野蛮さとシー グモンドの野蛮さが重
ねあわ されていて,そ れはヘレナには理解できないものであり,そ の時
にはシーグモン ドはヘ レナにとって未知の存在になってしまうことであ
る。ヘレナは自分の想像 したシーグモンドを愛 しているのであって,現
実のシーグモンドを愛 しているのではない。 ここに二人の悲劇の芽があ
る。
《皿》 「白い女」ヘ レナ
『不倫』では 「支配する女性」は 「白い女」として描かれている。「白
い女」の存在は非常に大きく,そ のためにシーグモンドが自殺をするこ
とになり,しかも作者が自殺者に深い共感を抱 いていることが分る。そ
のため,な ぜシーグモンドは 「黒い男」になれなか ったのかを読者に考
えさせる。 「白色」はキ リス ト教の精神性を表す ものであ り,精神的な
女性を象徴 している。
ヴァイオリニス トのシーグモン ドは38歳の男盛 りであるが,家 庭で
は妻や子供たちからの疎外感を味わっていて不幸であり,ヴ ァイオ リン
の個人教授をしている女弟子のヘレナと恋愛関係に陥る。彼の不幸な状
態は,家 庭の描写から伺われる。ヘ レナと一緒 にワイ ト島へ休暇に出か
ける前に,コ ンサー トでの仕事が終わって帰宅した時のシーグモンドの
家庭の居間は乱れた状態であり,その中で独 りぼっちで思いに耽る彼の
や りきれなさを読者に感じさせる・徽 自分が38歳なのに 「子供のよ 董
うに佗 しい」 と感 じる。 ハ
Theroomwasdrabanddreary.Theoilclothwaswornintoaholenear
thedoor.Bootsandshoesofvarioussizeswerescatteredoverthefloor,
whilethesofawaslitteredwithchildren'sclothing.Intheblackstovethe
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ashlaydead;ontherangewereclipsofwood,andnewspaper,andcrusts
ofbread,andcrustsofbread-and-jam.AsSiegmundwalkedacrossthe
floor,hecrushedtwosweetsunderfoot.Hehadtogropeundersofaand
dresser,tofindhisslippers:andhewasineveningdress.(54-1)
仕事から帰った彼を出迎える妻は姿を見せない。台所に蝿が飛び回っ
てお り,テーブルの上も床も乱雑 に散 らかり放題である。子供達は眠っ
ていて彼一人以外に人の気配はしない。長年の間 このような秩序がない
家庭で孤独な状態にいる彼が,家 庭か ら逃げ出そうと思う気持は読者に
理解できるものである。彼と妻の間にはすでに愛情や慈しみの感情は無
くなっており,妻 は,明 日シーグモン ドがヘ レナと旅にでかけることを
勘付いていて,彼 が翌朝出かける時に嫉妬に苦 しんでいる。
InthemorningBeatricewasdisturbedbythesharpsneckofthehall
door.Immediatelyawake,sheheardhisquick,firmstephasteningdown
thegravelpath.Inherimpotence,discardedlikeaworn-outobject,she
layforthemomentstiffwithbitterness.
"Iamnothing,Iamnothing,"shesaidtoherself.Shelayquiterigidfor
atime.
?
?
Beatriceimaginedthesunlightonthepuffsofsteam,andthetwo
lovers,herhusbandandHelena,rushingthroughthemilesofmorning
sunshine.
"Godstrikeherdead‐MotherofGod,strikeherdown,"shesaid
aloud,inalowtone.ShehatedHelena.(54)
ビーア トリスは,夫 の不倫に気がついていながら,それを夫に問いた
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だす ことが出来ず,内 心で憎悪するばか りである。夫 と妻との間には温
かな気持の交流がなくなっていることが分る。彼は 日常のつまらなさか
ら脱却 しようとしてヘ レナの愛に縄ったのである。
Helena,withherblueeyessofullofstorm,likethesea,butalsolike
thesea,soeternallyself-sufficient,solitary;withherthickwhitethroat,
thestrongestandmostwonder血1thingonearth,andhersmallhands,
silkenandlightaswind-flowers,wouldbehistomorrow,alongwiththe
seaandthedowns.Heclungtotheexquisiteflamewhichflooded
him....(53)
ヘ レナは 「しっか りとした白い喉」と 「軽い小さな手」をしている点
から,可 愛いくもしっかりした優しい女性 という印象を与える。それが
彼が 「絶妙な炎に縄 り付いた」理由でであろう。 しか し,一方で 「嵐を
は らんだ青い目」とか 「孤独」だが 「充足している」女性 という点から,
男性に依存するような弱い女性ではない,と いうことも感 じられる。し
か しシーグモ ンドは男性にとって都合良 く思われる彼女の面だけを見て
いたために,彼 女の本質を理解できず,ワ イ ト島での休暇 も失敗に終わ
ることになる。
8月にワイ ト島で5日 間の休暇を共に過す までは,ロ ンドンでの二人
の関係はプラ トニックであった。ワイ ト島で一緒 に過そ うと誘ったのは
ヘ レナであった。二人ともかなり社会的道徳に縛 られる性格であったの
で,な かなか一線 を越える関係には至らなかったのである。しかしヘレ
ナはシーグモン ドの苦境を見かねて,一 緒にワイ ト島で過すことに彼を
同意させたのである。この休暇旅行では,こ のように最初からヘレナが
主導権を取っている。この点に二人がワイ ト島で新生するはずであった
のだが,休 暇が終った時は,反対にアンチクライマ ックスの結末を迎え
?
?
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ることになってしまったことの伏線が表れていると思われる。主導権を
取る女,つ まり,ヘ レナという女性は 「白い女」である。彼女の白さは,
第1章 から繰 り返し描写されている。
Theviolinistwasagirloftwentyeight.Herwhitedress,highwaisted,
swungassheforcedtherhythm,determinedlyswayingtothetimeasif
herbodywerethewhitestrokeofametronome....Herneck,pure
white,archedinstrength丘omthefinehollowbetweenhershoulders,as
sheheldtheviolin.Thelongwhitelaceofhersleeveswung,floatedafter
thebow.(42)
この引用の場面はシーグモ ンドが亡 くなった後の情景であるが,彼 女
の白さが印象的に書かれている。その後,シ ーグモン ドと彼女の恋の回
想物語が始まる。そしてヘ レナはシーグモン ドにとって 「白い女」であ
ることが述べ られる。
?
?
Hehadforgottenhewasgoinghomeforthisnight.Thechillwetness
ofhislittlewhitegardengateremindedhim,andfrowncameonhisface.
Asheclosedthedoor,andfoundhimselfinthedarknessofthehall,the
senseofhisfatiguecamefullyuponhim.Itwasanefforttogotobed.
Nevertheless,hewentveryquietlyintothedrawingroom.Therethe
moonlightentered,andhethoughtthewhitenesswasHelena.(50)
「月光」つま り月は,ギ リシア ・ローマ神話では 「処女神」であるが,
一方で,月 は 「豊穣の女神」でもある。このように男にとっての 「冷た
さ」と 「温かさ」という相反するシンボル性を持つ月は,ヘ レナ と関係
付けられている。彼女は男性の 「動物性」を拒否する女,基 本的に 「男
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嫌い」の女であることが分かってくる。また,月 の 「豊穣性」という点
に関 しては,「大いなる母」(マグナ ・メイタ)の 負の面を持っている女
性であることが分かって くる。
シーグモンドにとってワイ ト島へ向かう時の気持は,神 話の島で眠る
女神のようなヘ レナに会 いに行 くのだ,と いう無我夢中の思いが あっ
た。 ロン ドンの灰色の川には 「生身の肉体のようにきらめく白い月光」
(49)が映り,その月光を見なが ら,シーグモン ドはワイ ト島にいるヘレ
ナ も月を見て歓び,「突然に歓び を覚えて 白い両腕 を上げるだろ う」
(50)と思う。まるでヘレナが月の巫女のようである。 ここでシーグモ
ンドが月か らイメージしている女性は肉体的魅力を持った女性であるこ
とが,「生身の白い肌」 を見て歓ぶ という表現か ら分る。彼は出発の朝
には 「白い服」を着たヘ レナに会いに行 くのに胸をときめかせ,い きい
きとしている。「時間が止まってしまった」(54)と感 じられる程に,ロ
ンドンの家庭は消え失せて しまっている。彼にはまだ 「白い女」の恐ろ
しさが分かっていないためである。
しかしワイ ト島は美しい夢の島,神 話や魔法の島ではないことがだん
だん分かってくる。ヘレナが 「白い女」である ことと同様に,そ こは
「白い国」であることが強調されている。5日間の休 日のうち最初の日の
夕方に二人は散歩に出かける。ヘ レナはシーグモ ンドの人生が 「どんな
にその根本か ら惨めであるかを理解 していない」(58)ため,二 人の間に
は翻酷が生じる。また,彼 女は 「夢見る女性」であって,男 性の動物性
を嫌うために・二人の性的関係が しっくりいカ'ないことが伺える・二人 藝
が初日に丘陵へ散歩に出掛けたときの描写を見てみ よう。 一
WhenHelenadrewawayherlips,shewasexhausted.Shebelongedto
thatclassof`DreamingWoman',withwhompassionexhaustsitselfatthe
mouth.Herdesirewasaccomplishedinarealkiss....
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Withher,thedreamwasalwaysmorethantheactuality.Herdreamof
Siegmundwasmoretoherthanhimself.Hemightbelessthanher
dream‐whichisasitmaybe.However,totherealmanshewasvery
cruel.
Heheldherclose.Hisdreamwasmeltedinhisblood,andhisblood
ranbrightforher.Hisdreamweretheflowersofhisblood.Herswere
moredetachedandinhuman.Forcenturies,acertaintypeofwomanhas
beenrejectingthe`animal'inhumanity,tillnowherdreamsareabstract,
andfulloffantasy,andherbloodrunsinbondage,andherkindnessisfull
ofcruelty.(64)
五
ここに見 られる 「夢見る女」にヘレナが属 していることか ら,彼女が
シーグモン ドの 「動物性」を嫌う女,男 にとって 「残酷な女」であるこ
とが伺われる。っまりr白孔雀』の森番アナブルが離婚 した女性クリス
タベル と同じく,ヘ レナは精神的な女性 であることが分る。 「動物的」
な男性は,『白孔雀』の主人公ジョージにも当てはまる。彼等は 「黒い」
ことが強調され ていて,「黒い神」の思想 につながる 「黒い男」であるこ
とが分る。それ は女性をリー ドする能力が有 り,男性の本能的力を持っ
た男である。 しか しヘレナがシーグモン ドの 「動物性」を拒否 したため
に二人の間には亀裂が入る。二日目の朝,シ ーグモンドは海で一人で泳
いでいる時に,腿 を岩によって傷つけられる。 このとき彼はヘ レナが自
分を 「服を着た ヒヒ」(74)のように擾ね付けた ことを思っている。つま
り海という自然 と彼の間に壁を作るのはヘレナだと分る。ここに彼のど
うしようもない敗北性の一因がある。このことはハ ンプソンというシー
グモン ドの昔の音楽仲間がワイ ト島に来ていて彼と出合い,二 人が話 し
た内容か らも,シ ーグモンドの悲劇性が分る。ハンプソンは,シ ーグモ
ン ドに女性観を述べる。彼の話の中に登場する女性像は,ま さにヘ レナ
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を彷彿とさせるものである。
"Thebestsortofwomen‐themostinteresting‐aretheworstfor
us,"Hampsonresumed."Byinstincttheyaimatsuppressingthegross
andanimalinus....theywanttheflowersofthespirittheycangatherof
us.We,asnaturalmen,aremoreorlessdegradingtothemandtotheir
loveofus.Thereforetheydestroythenaturalmaninus‐thatis,us
altogether."(112)
このハンプソンの女性観に対 して,シ ーグモン ドは 「言い過ぎてはい
ないかい?」 と,異議を唱えるのだが,彼 自身もヘ レナが 自分を服を着
たヒヒであるかのように嫌う,と感 じていたように,無 意識のうちにヘ
レナが精神的な女性であることに気がついているのだ。ハ ンプソンの意
見はそれ と同じ内容のことを述べているものであ り,こ れはロレンスの
考えている女性観と言える。
このように精神的な女性は,男 性を自分の理想 に合わせようとする。
そのため彼に対して支配的にな り,その究極の姿が 「大いなる母」とい
う形を取るのである。ヘ レナ も精神的な女性なので 「支配する女性」に
な り得るため,ワ イ ト島でシーグモンドは,男 性にとっての彼女の負の
側面を見てしまう。その時ヘ レナは可愛い女ではな くなっている。二人
が丘陵で抱擁を交わしている時の場面を引用する。
五
〇Suddenlyshebecameawarethatshemustbeslowlyweighingdown
thelifeofSiegmund....Restingherselfonherhands,shekissedhim,a
long,anguishedkiss,asifshewouldfusehersoulintohisforever....
Hefeltstunned,half-conscious.Yetashelayhelplesslylookingupat
her,someotherconsciousnessinsidehimmurmured"Hawwa,
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‐Eve‐Mother!" .Hercompassion,herbenignity,seemedso
different丘omhislittleHelena.Thiswomantallandpale,droopingwith
thestrengthofhercompassion,seemedstable,immortal,notafragile
humanbeing,butapersonificationofthegreatmotherhoodofwoman.
(103)
?
?
ここに見られ るヘレナの 「大いなる母」性は,シ ーグモンドをして男
の自信を奪って しまうものである。彼はヘ レナを自分が リー ドできる
「可愛いヘ レナ」 としてではな くて,自 分の魂を操 られる 「彼女の子供」
であることを感 じている。その姿は今までのヘレナとは異なったものと
なっている。彼 を 「憐れむ」ヘレナは,死 んだキリス トを抱く聖母マリ
アの姿を思い出 させる。「安定 して不滅である」,「大いなる母性の擬人
化」という表現や 「憐れむ」という言葉の繰 り返 しがそのことを感 じさ
せる。一方月を見上げるというヘ レナの行為からは,「母性」の象徴 と
しての月を思わせる。このようにこの場面では,ヘ レナはシーグモ ンド
の恋人というよ りも彼を子供 として支配する女性になっている。「シー
グモンドの命 を押 しつぶす」や,「彼女は以前には決 して彼の哀れな男
性の魂に侵入 しなかった し滋養物として所有 したこともなかった」とい
う表現か ら彼女 の支配性が伺われる。
シーグモン ドは,以 上に述べたような女性か らの支配を無意識のうち
に感じているために,帰 り道では内面の激痛を覚える程の震えを感じて
吐き気を催す。表面的には何 ともないのに,内 面では死に取 り付かれて
いることに気付 くのである。 「確かに手は死を感 じている」,「確かにひ
どく死にとりつかれている。どうしてなのか。」と彼は自問する。
ヘレナと 「魔法の国」で味わった歓喜は一時的な ものに終わってしま
う。シーグモン ドが 「死」を意識 した後で,今 度はヘレナが彼に失望感
を味わって泣き伏す という事態が生じる。彼女の目には彼が夢の恋人で
一16一
D.H.ロレンス の 初 期 長 篇 小 説 に お け る`TheDarkGod'の思 想 に つ い て(2)
はなくなって普通の男としか映らなくなる。
ワイ ト島で過 した四日目には,二 人の仲には決定的な亀裂が生じるこ
とになる。ヘレナにはシーグモン ドが夢に描 いていた男性ではな くて
「着物を着た直立 した動物」としか感 じられな いことを実感 し,泣 き崩
れる。 このヘ レナの態度が彼にショックを与えて,彼 は死を意識するよ
うになる。
...Shelookedathim,andagainshudderedwithhorror.Wasthat
reallySiegmund,thatstooping,thick-shouldered,indifferentman?Was
thattheSiegmundwhohadseemedtoradiatejoyintohissurroundings,
theSiegmundwhosecominghadalwayschangedthewholeweatherof
hersoul?WasthattheSiegmundwhosetouchwaskeenwithblissfor
her,whosefacewasapanoramaofpassingGod?Shelookedathimagain.
Hisradiancewasgone,hisaurahadceased.Shesawhimastoopingman,
pastthebuoyancyofyouth,walkingandwhistlingratherstupidly:in
short,somethingofthe`clothedanimalonend,'liketherestofmen.
(125)
彼女は 「彼の秘密の心臓の鼓動,ま さに彼のあの動物の自我を恐れ,
憎み,反発」(126)するのだが,こ の動物的自我こそ 「黒い神」の本質な
のである。彼女にとってシーグモン ドは人間の男性 ではなくて 「野蛮な
盲 目の生物」(126)としか感 じられない。そして夢が破れたために号泣
する彼女は,彼 にとっても重荷になるばかりである。 「ヘレナは彼を拒
絶 したのであった。心の中で,こ の恋愛事件でも自分が敗者であると感
じていた」(146)彼は,彼 女か ら早く離れたい,と 考え始める。そ して
「死が彼の魂の中に生じつつ」(127)あるという状況 に直面し,最後には
自殺をすることになる。
?
?
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夢が敗れた悲 しみの為,彼 女は泣き出して しまい,シ ーグモン ドは彼
女を悲 しませたことのために自責の念 に囚われる。自分がヘレナの恋人
として失格であった,と いう思いは彼 を自殺へ駆 り立てた主因となって
いる。「夢見る女性」,「精神的な女性」が,シ ーグモンドの 「黒い男」性
を完全に覆い隠 してしまっている。四日目には更にヘ レナの 「聖母」性
が述べられている。彼女の 「大いなる母」の特徴がどん どん深まってい
くことが分り,それ とともに彼女がキリス ト教的精神性を重視する女性
であることが,つ まり彼女は 「黒い神」を崇拝する地点か ら最も遠 い存
在にあることが判明する。
Shegavealittlesob,pressedherfaceintohischest,wishinghehad
helpedit.Then,with`Madonna'love,sheclaspedhisheaduponher
shoulder,coveringherhandsoverhishair.Twiceshekissedhimsoftly
inthenapeoftheneck,withfond,reassuringkisses.Allthewhile,
delicately,shefondledandsoothedhim,tillhewaschildtoherMadonna.
(129)
?
?
ワイ ト島での最後の日となった五 日目に一人で海で遊んでいた シーグ
モンドは完全に自然から疎外されていることを悟る。二日目に海の中で
腿を傷つけた彼であったが,こ の日は肘を怪我して しまう。彼は心身共
に満身創疲の状態なのであ り,自然が彼を受け入れてくれはしないのだ
という絶望感 を覚えるのは当然であろう。 ワイ ト島が再生の場所でなか
ったことが分 った彼にはもはや 「死」が待つのみである。彼が死を意識
するにつれてヘ レナの精神性と 「白さ」はどんどん深まっていく。海で
一人で遊ぶ彼女は次のように描かれている。
Shestoodstillinthearchway,astounded.Theseawasblazingwith
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whitefire,andglowingwithazureascoalsglowredwithheatbelowthe
flames.Theseawastransfusedwithwhiteburning,whileoverithung
theblueskyinaglory,likethebluesmokeofthefireofGod.Helena
stoodstillandworshipped.Itwasamomentofastonishment,whenshe
stoodbreathlessandblinded,involuntarilyofferingherselfforathank
offering.ShefeltherselfconfrontingGodathomeinhiswhite
candescence,hisfiresettlingonherlikeTheHolySpirit.Herlipswere
partedinawoman'sjoyofadoration.(138)
彼女自身の姿が白いばか りではなくて,そ の内面の白さをこの引用は
述べている。 「精霊」 というキ リス ト教の用語が彼女の体 に宿 ったとあ
るように,彼 女は白い世界で 「白い神」を崇拝 して いる。 白い世界が焼
け付 くようにシーグモン ドを苦しめているのとは対照的に,彼 女は白い
世界を楽しんでいて,二 人の正反対の立場が分 り,同 時にその恐ろしい
悲劇性が感じられる。それはシーグモンドを死に至 らしめる恐ろしさな
のである。
《皿》 「白い」世界 ワイ ト島
シーグモンドは弱い男である。その弱さは,ヘ レナに従 う男であるば
か りではなく,ロ ンドンの家庭でも妻にはがみがみ怒鳴 られるままにな
っており,子供達か らは疎外 されていると感 じて惨 めな思 いを味わって
いる男性である。彼がワイ ト島からロンドンの自宅に戻って来た時の状
況から,彼のどうしようもない苦境が読者に伝わってくる。母親は子供
達を全部自分の味方につけてしまっている。シーグモン ドが夕食を取っ
た後,「お休み」を言って出ていくが,誰 も返事を しない。ヴェラは 「お
母さん,お 父さんはお母 さんの小指を弾 く価値もないわ。」(172)とか
璽
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「しょうがない卑怯者!お 父さんは腐った臆病者だね。」(173)と容赦 し
ない言い方をするし,フ ランクは 「とにかくお父さんは十分恥 じて帰っ
て来たんだ。茄でた鮭みたいだ。」(172)と軽蔑的に言 う。 このような
家庭でシーグモ ンドは小さくなっているばか りである。そ して一人にな
ると 「僕は決して二度と自分を確立させることは出来ない」(174),「僕
は家族への犯罪者だ。」(174)と自責の念に駆 られるばか りである。彼
には堂々とした様子は全然ない。「四十歳にな ったら顔の鼻のように全
てが真直 ぐで,好 きなように事件を通 り抜けられると思 っていたもの
だ。今僕は二十歳の少年のように自分に自信が持てないでいる。僕に何
ができようか。男は一生母親が必要みたいだ。……」(179)と思い煩 う
彼には,『チャタレー卿夫人の恋人』の森番 メラーズの 自信が毛頭見 ら
れないのである。 シーグモンドとメラーズは年齢的に三十八,九 歳で,
同じ位なのであるにも拘わらず,で ある。メラーズはパン神に例え られ
るように,自 信を持 って恋人コニーを リー ドしていく男性であって,
「黒 い男」として描かれている。 しかしシーグモン ドは 「運命に屈する
かのよう」で 「整った顔立の線には反抗する様子は見られ」ず(45),「女
に従う男」(64)であ り,「逃げ場を失った動物のよう」(66)と述べ られ
ている。彼は自信がない弱い男から再生を果たす ことが出来なかったの
である。
ヘレナが 「白い女」であることは,そ の姿形の 「白さ」へのおびただ
しい言及とともによく分る。しか し彼女のみが 「白い」ばか りでなく,
ビーアトリスも 「白い女」である。彼女はフランスの女子修道院で教育
を受けたと書かれているので,キ リス ト教の精神を身に付けていること
が分る。そして シーグモンドが彼女に恋をし始めた時は,ビ ーア トリス
を包んでいた のは白い花々であった。その時 「たくさんの白いスイセ
ン」や 「小さな白いヒアシンス」が 「大きな白い星々」(121)のよ うに白
い温室で匂って いたのである。
一20一
D.H.ロレ ンス の 初 期 長 篇 小 説 にお け る`TheDarkGod'の思 想 につ い て(2)
ワイ ト島も 「白い島」である。特 に二人が初 日に散歩か ら帰る途中の
様子が,白 い波が押 し寄せる湾で,「丸い白い石」に取 り囲まれている
点が強調されていることから,「白さ」が象徴的な意味を持っているこ
とが分る。
SiegmundandHelenanearedaheadland,sheerasthesideofahouse,
itsbaseweighedwithatremendouswhitemassofboulders,thatthe
greenseabrokeamongstwithahollowsound,followedbyasharphissof
withdrawal.Thelovershadtocrossthisdesertofwhiteboulders,that
glistenedinsmoothskins,uncannily.(81)
「砂漠」とか 「気味の悪い,なめ らかな皮膚」と例 えられる丸い白い石
は,男 を苦しめる女性 をも暗示 しているようである。 この丸石の白さ
は,ヘ レナが 「白さ」を強調されていることから,彼 女の白さを思わせ
る。ルネッサンス時代には肌の白さは女性の美の一つであったが,こ の
引用に描かれているようにそれが 「砂漠」のように乾いているのな ら男
にとっては意味のない色であろう。「乾き」は性的な意味合いを含む と
思われるか らである。またワイ ト島は 「霧」によって被われていること
も強調されており,その白さが一層感 じられる。ワイト島の白さはキ リ
ス ト教西洋文明の 「白さ」を表 していると言える。 この白い西洋文明の
世界の恐ろしさは,『恋する女達』でジェラル ドを殺 した白い雪の世界
にも通じるものであろう。近代的な炭坑経営者として機械文明の頂点に
立 っていた男ジェラル ドは 「白い男」として描かれている。
シーグモン ドも 『白孔雀』のジョージやアナブル とも異なって,姿 形
に 「黒さ」が描かれず 「白い男」として描かれている。ヘ レナが愛 した
「小さく強く繊細な白い彼の手」(28)や,彼は自分の 「美しい白い成熟 し
た姿 を見つめた」(54)や,ヘレナと彼が 「灰白色の海鳥」(63)等々の喩
?
?
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えをされていることが外見上の白さとして挙げられる。また彼がワイ ト
島で現実か ら逃避 をしている様が 「僕は霧が好きだ」,「霧のために僕達
は二人き りになれ るね」(32)という彼の言葉か ら分る。霧は勿論白いも
のである。
結 論
?
第1章において,「黒い神」は 「黒い男」が発展 した思想であると述べ
た。そして 「黒い男」の特徴 とは,女性をリー ドする力があり,そ れゆ
え社会的にも指導的な働きを担う男であり,外見的に肌や雰囲気の 「黒
さ」を持っているが,こ れは彼が 「白さ」を特徴とするキリス ト教的西
洋文明の批判をする人間であることを意味している,と 述べた。「白色」
というのは啓蒙の光を意味する。しか しロレンスは 「白色」の世界に対
して懐疑的になっているため,新 たな思想として 「黒い神」という異教
的な思想を説いたのである。
『不倫』では,シ ーグモンドは存在の底に 「黒い神」の特徴を持った
「黒い男」の要素を備えていることを感 じさせるのだが,そ の要素は彼
の全てを包み込 んで現実化するということがない。彼の意識上には 「黒
さ」は上って来ることはな くて自分が指導者的存在になるべきであると
いう思いは表れ ず,「白い女」であるヘレナとの恋愛に敗北 した結果,
自殺することになる。ロレンスが重視する男の 「動物性」は,シ ーグモ
ンドにおいては追いや られている。「黒い男」は暴力性を持っているの
だが,シ ーグモン ドはそれを持っているどころか,反 対に女性に従う男
であり,弱 い男であることが描かれている。
シーグモン ドは女性に対 して 「暴力的な」男性的力を奮うことはな
く,男性の 「自然性」を支配する 「白い女」によって打ち負かされたの
である。 シーグモ ンドが心配 していたにも拘わらず,ビ ーア トリスもへ
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D,H.ロレン ス の 初 期 長 篇 小 説 に お け る`TheDarkGod'の思 想 につ い て(2)
レナ も,彼 の死後 に生き延びていく。かくして 『不倫』では,「白い世
界」が支配する世界が描かれ 「黒い神」は隠れている状況である。 しか
しコインの裏表のように,ロ レンスは 「白」を批判する形で 「黒」の重
要性を浮かび上が らせている。「黒 い神」は,ロ レンスが円熟 していっ
た中期以降の著作品で,更 に思想的に深められて書かれることになるの
である。
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